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(57)【要約】
　本発明は、まず、浄化槽などの液体槽（Ｎ）から浄化
液体を、装置によって除去するための方法であって、装
置によって浄化液体が液体排出装置（２）およびそれに
連結された収集装置を用いて除去される方法に関する。
液体排出装置は、１または複数の排出通路（２ａ１）を
有し、１または複数の排出通路は、液体槽の表面（ｙ）
の下に、液体槽の長手方向（ｓ）において、次々に存在
し、パイプ、チャネルなどの本質的に閉じた断面を有す
る輪郭を含み、各排出通路はその内部に液体の流れを可
能にする孔（Ｒ）を有する。液体排出装置の機能は、液
体槽の表面が変化するなどの状況に応じて、排出装置（
２ａ２）の開放越流縁（２ａ２ｙ）の液体槽の表面（ｙ
）の下の流れ断面積を変化させることによって、排出通
路（２ａ１）によって除去されるべき液体の量を調整す
ることによって制御され、排出装置は排出通路の孔（Ｒ
）に連結され、その外側端部に向かって拡大する断面を
有し、排出通路（２ａ１）の長手軸線（ｐ１）に対して
排出装置（２ａ２）を旋回（ｗ）させることによって実
行される。本発明はまた、本方法に従って動作する装置
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浄化槽などの液体槽（Ｎ）から浄化液体を、装置によって除去するための方法であって
、前記装置によって、浄化液体が、液体排出装置（２）およびそれに連結された収集装置
（２ｂ）を用いて除去され、前記液体排出装置は、１または複数の排出通路（２ａ１）を
有し、前記１または複数の排出通路は、前記液体槽の表面（ｙ）の下に、前記液体槽の長
手方向（ｓ）において、次々に存在し、パイプ、チャネルなどの本質的に閉じた断面を有
する輪郭を含み、各排出通路はその内部に液体の流れを可能にする孔（Ｒ）を有し、前記
液体排出装置（２）の機能は、前記液体槽における表面が変化するなどの状況に応じて、
排出装置（２ａ２）の開放越流縁（２ａ２ｙ）の前記液体槽の前記表面（ｙ）の下の流れ
断面積を変化させることによって、排出通路（２ａ１）によって除去されるべき液体の量
を調整することによって制御され、前記排出装置は、前記排出通の前記孔（Ｒ）と連結さ
れ、その外側端部に向かって拡大する断面を有し、前記排出通路（２ａ１）の長手方向軸
線（ｐ１）に対して前記排出装置（２ａ２）を旋回（ｗ）させることによって実行される
、方法において、浄化液体は、少なくとも２つの排出通路（２ａ１）によって横断方向（
ｐ）における異なる点においてスポット状に除去され、前記少なくとも２つの排出通路は
、前記液体槽の前記長手方向（ｓ）において、次々に配設され、各排出通路（２ａ１）に
おける前記排出装置（２ａ２）は、前記液体槽を平面視したとき、互いに対して重なるよ
うに配設されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記液体槽の前記表面上の物質の収集を防止するために、前記表面の液体は、１または
複数の排出通路（２ａ１）によって除去され、前記液体槽中の前記排出装置（２ａ２）は
、同じ排出通路または他の排出通路のおける他の排出装置に対して、反対方向に向けられ
るなどの異なる位置にあることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　１または複数の排出通路を介する表面液体の除去は、前記液体槽の前記表面（ｙ）の本
質的に上方に到達する垂直位置（ＩＩ）において、問題の前記排出通路（２ａ１）の前記
排出装置（２ａ２）を旋回させることによって中断されることを特徴とする請求項１また
は２に記載の方法。
【請求項４】
　浄化槽などの液体槽から浄化液体を除去する装置であって、浄化液体の除去のための液
体排出装置（２）と、それに連結される収集装置（２ｂ）とを有し、前記液体排出装置は
、１または複数の排出通路（２ａ１）を有し、前記１または複数の排出通路（２ａ１）は
、前記液体槽の表面（ｙ）の下に、前記液体槽の長手方向（ｓ）において、次々に存在し
、パイプ、チャネルなどの本質的に閉じた断面を有する輪郭を含み、各排出通路はその内
部に液体の流れを可能にする孔（Ｒ）を有し、前記液体槽における表面が変化するなどの
状況に応じて前記液体排出装置（２）の機能を制御するための調整装置（Ｘ）をさらに含
み、前記調整装置は、機械的および／または補助動力式駆動手段を含んで、排出装置（２
ａ２）の開放越流縁（２ａ２ｙ）の前記液体槽の前記表面（ｙ）の下の流れ断面積を変化
させることによって排出通路（２ａ１）によって除去されるべき液体の量を調整し、前記
排出装置（２ａ２）は、前記排出通路の前記孔（Ｒ）に連結され、その外側端部に向かっ
て拡大する断面を有し、前記排出通路（２ａ１）の長手軸線（ｐ１）に対して前記排出装
置（２ａ２）を旋回（ｗ）させることによって実行される、装置において、前記装置は、
少なくとも２つの排出通路（２ａ１）を有し、前記少なくとも２つの排出通路は、前記液
体槽の前記長手方向（ｓ）において、次々に配設され、各排出通路（２ａ１）の前記排出
装置（２ａ２）は、前記液体槽を平面視したとき、互いに重なるように配設されて、浄化
液体を横断方向（ｐ）における異なる点においてスポット状に除去することを特徴とする
装置。
【請求項５】
　前記排出通路（２ａ１）は、同一ラインにおける前記排出通路に存在する前記孔（Ｒ）
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に不動に固定される排出装置（２ａ２）を含み、前記排出装置は、前記液体槽の前記長手
軸線（ｓ）に沿う垂直面においてその長手軸線（ｐ１）まわりに前記排出通路（２ａ１）
を回転（ｗ）させることによって移動可能に配設されることを特徴とする請求項４に記載
の装置。
【請求項６】
　前記装置に属する前記排出通路（２ａ１）は、前記液体槽の前記表面（ｙ）の本質的に
上方に到達する排出装置（２ａ２）を有し、垂直位置（ＩＩ）において、問題の前記排出
通路（２ａ１）を旋回させることによって表面液体の除去を中断することを特徴とする請
求項４または５に記載の装置。
【請求項７】
　前記調整装置（Ｘ）は、補助動力式アクチュエータを介して操作可能な制御調整オート
メーションを含んでおり、各排出通路（２ａ１）の回転運動などの、排出装置（２ａ２）
の旋回運動（ｗ）を調整し、場合によっては、互いに異なる位置にある、液体槽中の連続
する前記排出通路および／または前記排出装置を用いることによって、前記液体槽におけ
る、表面高さおよび／または流れの状況を制御することを特徴とする請求項４～６のいず
れか１項に記載の装置。
【請求項８】
　スクレーパバー装置（１）を含み、前記スクレーパバー装置（１）は、１または複数の
スクレーパバー（１ａ）からなり、前記スクレーパバー（１ａ）は、前記液体槽の前記長
手方向（ｓ）において、次々に横断（ｐ）方向に存在し、液体槽と関連して連結された１
または複数のチェーン（１ｂ２）などの移動手段によって、液体槽における相対する方向
における循環運動によって移動可能に配設され、１または複数のチェーン（１ｂ２）は、
駆動ホイールおよびアイドルホイール組立体などによって駆動されることを特徴とする請
求項４～７のいずれか１項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浄化タンクなどの液体槽から浄化液体を除去するための方法および装置に関
し、その方法および装置は、それに向けられた独立請求項の前提部分に定義されている。
【背景技術】
【０００２】
　上述の目的における、特に正方形の槽における、従来の解決手段は、液体槽内の廃水な
どの処理流体において、装置内で必要な流れを生じさせるために、伝統的であり、典型的
な方法で実施される場合には、槽の長手方向において、次々に存在する複数のスクレーパ
バーを有するスクレーパバー装置と、スクレーパバー装置を移動させるための移動手段で
あって、平行であり、駆動ホイールおよびアイドルホイール組立体によって駆動される、
２つのチェーンなどの移動手段とを含み、そして、それに関連して、スクレーパバーは、
特に、スクレーパバー装置をより容易に補修および保守するために、着脱可能に固定され
る、という種類のものである。上述のスクレーパバー装置のタイプは、今日では、たとえ
ば浄化タンクに関連して、スクレーパバーは、チェーンで駆動されるようにして使用され
、タンクの両側または中間壁において移動するか、あるいは、相対する方向に移動し、底
に沿って移動しながら底に存在するスラッジをスラッジポケットにこすり落とし、それぞ
れ別の方向に移動しながら液体槽の液体の通路を案内する。タンクの上方を移動するたと
えばキャリッジによって、もしくはたとえば油圧装置によって、または一方、実際のスク
レーパなしに実行される流れ誘導装置によってもバーが移動されるスクレーパバーシステ
ムも存在する。そのような場合、タンクは実際にはほとんどどのような形状であってもよ
い。
【０００３】
　上述の処理に関連して、表面スカムが液体槽の表面に集まると、それは、通常は、いわ
ば間接的な方法で、特に、正方形の槽で除去され、したがって、スクレーパの移動によっ
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て、表面上の材料は収集シュートに向かって、いわば自由漂流という方法で、案内される
。この関連において伝統的に使用されている収集シュートは、通常機械的に動作する「吸
引シュート」であり、該吸引シュートは、時々長手軸まわりに所定の位置まで旋回され、
その位置において、表面スカムがその内部に「飲み込まれ」、その後、表面スカムを液体
槽から遠ざける。一方、この関連において、可動前壁を有する吸引シュートも使用される
が、その動作原理は、実際には上述のものと同じである。表面スカムの機械的除去に加え
て、越流に基づく応用も使用され、これによって、表面上の表面スカムの過剰収集を、慣
習的なシュートを使用するよりも少量のエスコート（ｅｓｃｏｒｔ）水で最良な状態で防
止することができる。
【０００４】
　特に上述のプロセスのタイプの浄化区域では、伝統的に、たとえば図１ａおよび図１ｂ
に示されるような実施のタイプが、浄化液体の除去に使用されており、表面スカムの排出
装置の後の液体槽に存在する浄化区域において、横断方向の越流シュートが液体槽の長手
方向において、次々に配設されており、そこに液体槽の表面上の浄化された液体が、典型
的には、その長手方向両側の越流縁において越流することによって、漂流してもよい。越
流シュートは、典型的にはその両端によって収集シュートに連結され、これによって浄化
液体が液体槽からさらに除去される。
【０００５】
　上述した越流シュートのタイプの両側の越流縁は、下方に向かって、たとえば円錐状に
狭くなる越流溝をさらに含み、これによって、液体槽の水位がその最大値と最小値との間
で変化するとき、浄化液体がより多く漂流するにつれて液面がより高くなることができる
。
【０００６】
　上述した越流シュートのタイプを使用する場合の実際の問題は、越流シュートが液面の
高さにあり、表面液体がそこにその両側から漂流するので、液体槽の液面の一方向流れと
して継続する理想的な移動が中断されるという事実である。このために、越流シュート間
の液面が停滞した状態の場所に残ることがあり、これが、たとえば廃水中の栄養素が成長
を行い、問題のシュートの越流縁を塞ぎ得る理由である。この理由のために、この種の越
流シュートの掃除の必要性が通常高くなる。一方、特に開放空間の液体槽に関連して、開
放越流シュートへの流れによって生じる騒音も有害となることがある。
【０００７】
　さらに、上述の越流シュートのタイプは固定タイプであるので、液体槽でのその配置は
常にずっと同じである。これが、液体槽内の液体の高さが変化するときに、表面液体が停
滞状態で長期間滞留し得る状況を生じる理由であり、たとえば栄養素が、表面上に集まり
、成長を引き起し、越流シュートにおける閉塞を増大させることになる理由である。さら
に、従来の越流シュートは開放構造であるので、液体槽によって生じる圧力に耐えるため
には非常に堅くする必要がある。上記のために、問題の越流シュートは、通常、コンクリ
ートまたは鋼から製造され、これがその製造コストが通常非常に高い理由である。
【０００８】
　一方、現在では、図２ａおよび図２ｂに示されているような実施のタイプも使用されて
おり、浄化液体の除去は、液体槽の表面の下に液体槽の長手方向において、次々に存在す
る、本質的に閉じた断面を有する輪郭を有する複数の排出パイプによって行われ、各パイ
プは内部に液体の流れを可能にする孔を有する。
【０００９】
　このタイプの実施の利点は、液体槽の浄化区域の液体表面の連続的な移動が、液体表面
の下の通常の動作状況下で存在する排出パイプの貫通孔を通って移動する液体のおかげで
達成されるという事実であり、よって、開口表面シュートへの流れによって生じる騒音も
回避することができる。
【００１０】
　このタイプの実施における最大の問題は、まず、この種の排出パイプでは、液体槽の表
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面高さの変化に全く反応することができないことであり、これが、浄化液体を液体槽の最
低表面高さで依然として除去できるように、排出パイプを下方に十分に深く配置しなけれ
ばならない理由である。排出パイプが固定された慣習的な越流シュートに従っているため
に、越流シュートに関して上述したのと同じ点で同様の問題が生じる。
【００１１】
　したがって、特に、冒頭に記載され、本技術に従って実施される液体槽のタイプにおけ
る浄化区域の機能は、実際には十分に良好なレベルではなく、これが、このようなプロセ
スの機能を現在のところあらゆる点で最適に実行することができない理由である。
【００１２】
　本発明に従う方法および装置の目的は、上述の問題の決定的な改善を達成し、したがっ
て従来技術のレベルを本質的に上げることである。この目的を実行するために、本発明に
従う方法および装置は、主に、それに向けられた独立請求項の特徴部分に示されたものに
よって特徴付けられる。
【００１３】
　本発明に従う方法および装置の最も重要な利点として、それに関連する技術の単純さお
よび効率ならびにその使用に言及することができ、そのおかげで、たとえば廃水の処理に
おいて浄化液体の除去のためにも使用される浄化タンクの機能を大幅に向上させることが
できる。本発明の効率は、特に、液体槽の表面水が、液体槽の浄化区域の全長にわたって
同一方向に連続的に妨害されずに流れることができるという事実に基づいている。水が液
体槽の表面上で停滞状態にならないので、流れが連続的に移動するにつれて、流れはそれ
と共に液体槽全体の表面水を運ぶので、成長は生まれない。これのおかげで、液体排出装
置の掃除の必要性を最小限に抑えるか、または完全に排除することができる。
【００１４】
　たとえば円形または角のある断面を有する排出通路または排出管またはチャネルが本発
明に従う液体表面の下に位置するとき、そこに漂流している水は騒音に起因する重大な害
を引き起こさず、これはさらに、たとえば騒音低減板を用いて、排出装置に属する収集漏
斗を排出通路に接続する連結パイプに取り付けられるフラップなどを最小にすることがで
きる。
【００１５】
　本発明に従って移動可能な排出装置は、まず、その所望の旋回運動を実行するために、
固定された排出通路と移動可能に連結され得る。しかしながら、実際にはより有利な実施
形態として、排出装置は、排出通路を回転させることによって排出装置の移動を実行する
ために、その長手軸まわりに旋回する排出通路と固定的に連結されている。排出装置は、
有利には、浄化液体を除去するために表面水の流れを安定して連続的に実施することがで
きるように、たとえば水位の変化に応じて自動的に機能するように構成されているので、
従来の技術よりも水位のより大きい変化を可能にする。
【００１６】
　さらに、本発明の利点として、排出通路が水面の下に位置するおかげで、水が排出通路
を運ぶときに、水から排水通路に生じる歪（圧力）が非常に低いことに言及することがで
きる。これのおかげで、排出通路は、たとえばガラス繊維または異なるプラスチックから
製造されてもよく、その場合、たとえば液体槽の機械類の構成のコストを大幅に低減する
ことができる。排出装置の収集漏斗の縁形状は、できるだけ柔軟であるように、たとえば
、射出成形によるプラスチックから製造することができるので、浄化タンク内の水はいか
なる条件下でも依然として滞留することなく、代わりに漏斗内に急速に流れるか、停止す
ることなく表面水とともに流れる。
【００１７】
　したがって、本発明のおかげで、たとえば特殊金属から成る構造の代わりに、非常に異
なる種類の化学物質に耐える、著しく安価なプラスチックベースまたは複合構造化材料か
ら成る構造を、浄化区域において利用することがさらに可能である。
【００１８】
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　本発明のおかげで、必要に応じて、互い対して異なる位置に結果として生じる排出通路
の排出機構を使用することによって、浄化区域の異なる部分における液体表面の流れの通
過を制御することも可能である。本発明のおかげで、必要に応じて排出装置を、たとえば
機械的におよび／または補助動力方式で一定時間にわたって液体槽において前後に移動さ
せることによって排出装置を掃除することも可能である。
【００１９】
　本発明に従う方法および装置の他の有利な実施形態が、それに向けられた従属請求項に
示される。
【００２０】
　以下の説明において、本発明を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１ａおよび図１ｂは、浄化液体の除去が先行技術に従って行われている、伝統
的な液体槽の、部分的にむき出しにされた上面図（チェーンおよびスクレーパバーの部分
について）および縦断面図を示す。
【図２】図２ａおよび図２ｂは、先行技術に従う浄化液体を除去する際に、図１ａおよび
図１ｂに示されるものに対する代替解決手段の、部分的にむき出しにされた上面図および
縦断面図を示す。
【図３】図３ａおよび図３ｂは、浄化液体の除去が本発明に従って行われる、有利な液体
槽の、部分的にむき出しにされた上面図および縦断面図を示す。
【図４】図３ａの部分ＩＶの拡大詳細図を示す。
【図５】液体槽の排出通路の正面から見たときの、本発明に従う有利な実施形態の断面を
示す。
【図６】本発明に従う装置に属する有利なパイプ状排出通路およびそれに連結される部分
的に漏斗状の排出装置の斜視図を示す。
【図７】鉛直部分および傾斜部分における図６に従う実施形態の正面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明は、まず装置によって、浄化池などの液体槽Ｎから浄化液体を除去する方法に関
し、これによって浄化液体が液体排出装置２およびそれに連結された収集装置２ｂを用い
て除去される。液体排出装置は、１または複数の通路２ａ１を有し、１または複数の通路
は、液体槽の表面ｙの下に、液体槽の長手方向ｓにおいて、次々に存在し、パイプ、チャ
ネルなどの本質的に閉じた断面を有する輪郭を有し、各通路は内部に液体の流れを可能に
する孔を有する。液体排出装置の機能は、排出装置２ａ２の開放越流縁２ａ２ｙの液体槽
の表面ｙの下の流れ断面積を変えることによって排出通路２ａ１によって除去されるべき
液体の量を調整することによって、液体槽における表面が変化するなどの状況に応じて制
御され、排出装置２ａ２のそれぞれ１つは、排出通路の孔Ｒと連結され、その外側端部に
向かって拡大する断面を有し、たとえば図３ｂおよび図７ｂに示される原理に基づいて、
排出通路２ａ１の長手軸線ｐ１に対して排出装置２ａ２を旋回ｗさせることによって実行
される。
【００２３】
　本発明に従う方法において、特に図３ａ、図３ｂおよび図４を参照して、浄化液体は、
少なくとも２つの排出通路２ａ１によって横断方向ｐにおける異なる点においてスポット
状に除去され、少なくとも２つの排出通路は、液体槽の長手方向ｓにおいて、次々に配設
され、これによって各排出通路２ａ１の排出装置２ａ２は、液体槽を平面視したとき、互
いに関して重なるように配設される。
【００２４】
　図３ａおよび図３ｂには、伝統的な技術に従って実施される浄化タンクの本発明に従う
方法の有利な実施形態が示され、ここで、先行技術を示す図１ａ、図１ｂ、図２ａおよび
図１ｂに従えば、スクレーパバー装置１が利用され、該スクレーパバー装置１は、液体槽
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の長手方向ｓに連続した１または複数のスクレーパバー１ａからなり、該スクレーパバー
１ａは、１または複数のチェーン１ｂ２などの移動手段によって、液体槽の相対する方向
における循環運動によって移動可能に配設され、１または複数のチェーン１ｂ２は、液体
槽に固定され、駆動ホイールおよびアイドルホイール組立体１ｂ１などによって駆動され
る。
【００２５】
　本発明に従う方法の有利な実施形態として、液体槽の表面の物質の収集を防ぐために、
表面の液体は、１または複数の排出通路２ａ１、同一の排出通路または他の排出通路にお
ける他の排出装置に対して反対方向に向くなどの、異なる位置にある排出装置２ａ２によ
って除去される。上述の原理は、それ自体、特に図３ａおよび図３ｂに現れており、それ
に従えば、液体槽Ｎの後壁における最後部の排出通路２ａ１の排出装置２ａ２が後壁に向
かって傾斜しており、その意味は、特に、材料が後壁に関して液体槽の表面に集まるのを
防止することであり、これによって、それにぶつかるために、表面液体が旋回したままに
なり、その表面に材料を収集することができる。本発明に従う方法のおかげで、したがっ
て、たとえば互いに対して異なる位置にある、液体槽中の連続する排出通路および／また
は排出装置を用いることによって、必要に応じて、液体槽の異なる部分の流速を調整する
こともできる。
【００２６】
　本発明に従う方法のさらに有利な実施形態として、１または複数の排出通路２ａ１を介
した表面液体の除去は、液体槽の表面ｙの本質的に上方に到達する垂直位置ＩＩにおいて
図７ａに示されたものに応じて、問題の排出通路２ａ１の排出装置２ａ２を旋回させるこ
とによって中断される。このようにして、液体表面の変動を、特に、液体表面が最も低く
ある状況で制御することができ、表面液体を、必要に応じて、たとえば、最後部の排出通
路を用いることだけによって、場合によってはその後方に傾斜した位置において、除去す
ることができる。
【００２７】
　一方、本発明はまた、浄化槽などの液体槽Ｎから浄化液体を除去するための装置に関し
、該装置は、浄化液体の除去のための液体排出装置２と、それに連結された収集装置２ｂ
とを有する。液体排出装置は、１または複数の排出通路２ａ１を有し、１または複数の排
出通路は、液体槽の表面ｙの下に、液体槽の長手方向ｓにおいて、次々に存在し、パイプ
、チャネルなどの本質的に閉じた断面を有する輪郭を含み、各排出通路は内部に液体の流
れを可能にする孔Ｒを有する。装置は、液体槽における表面が変化するなどの状況に応じ
て、液体排出装置２の機能を制御するための調整装置Ｘを含み、該調整装置は、排出通路
の孔Ｒに連結され、その外側端部に向かって拡大する断面を有する排出装置２ａ２の開放
越流縁２ａ２ｙの液体槽の表面ｙの下の流れ断面積を変化させることによって、排出通路
２ａ１によって除去されるべき液体の量を調整するための機械的および／または補助動力
式駆動手段（図示せず）を含み、たとえば、排出通路２ａ１の長手軸線ｐ１に対して、図
３ｂおよび３７ｂに現れる原理に基づき、排出装置２ａ２を旋回ｗさせることによって実
行される。
【００２８】
　本発明に従う装置の液体除去装置２は、液体槽の長手方向ｓにおいて、次々に配設され
る少なくとも２つの排出通路２ａ１を含み、これによって、各排出通路２ａ１における排
出装置２ａ２は、液体槽を平面視したとき、互いに対して重なるように配設されて、浄化
液体を横断方向ｐにおける異なる点においてスポット状に除去する。したがって、浄化区
域の全長にわたる表面液体についての中断されず、かつ一様な連続した流れ方が可能とな
り、できるだけ一定に保たれる。
【００２９】
　本発明に従う装置の有利な実施形態として、装置に属する排出通路２ａ１は、同一ライ
ンにおける排出通路に存在する孔Ｒに不動に固定される排出装置２ａ２を含み、排出装置
は、液体槽の長手方向ｓに沿う垂直面においてその長手軸線ｐ１まわりに排出通路２ａ１
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【００３０】
　本発明に従う装置のさらに有利な実施形態として、装置に属する排出通路２ａ１は、液
体槽の表面ｙの本質的に上方に到達する排出装置２ａ２を有し、図７ａに従う垂直位置Ｉ
Ｉにおいて問題の排出通路２ａ１を旋回させることによって表面液体の除去を中断する。
【００３１】
　本発明に従う装置のさらに有利な実施形態として、調整装置Ｘは、補助動力式アクチュ
エータを介して操作可能な制御調整オートメーションを含んでおり、各排出通路２ａ１の
回転運動ｗなどの、排出装置２ａ２の旋回運動を調整し、場合によっては、互いに異なる
位置にある、液体槽中の連続する排出通路および／または排出装置を用いることによって
、液体槽における、表面高さの変化および／または流れの状況を制御する。
【００３２】
　特に、図３ａおよび図３ｂには、排出機構２ｃも示されているが、全ての状況で利用さ
れる必要はない。また、図３ｂには液体槽の後壁に関連してガイドＬが示され、その目的
は、必要に応じて、スクレーパバー１ａが、アイドルホイール１ｂ１の後、液体槽の底ま
で下りていくために、底の材料が液体槽の後壁に関連して液体表面まで漂流することを防
止することである。
【００３３】
　さらに、特に図３ａおよび図３ｂに示される有利な実施形態において、装置は、スクレ
ーパバー装置１を含み、スクレーパバー装置１は、１または複数のスクレーパバー１ａか
らなり、１または複数のスクレーパバーは、液体槽の長手方向ｓにおいて、次々に横断方
向ｐに存在し、液体槽と関連して連結された１または複数のチェーンなどの移動手段１ｂ
によって、液体槽の相対する方向における循環運動によって移動可能に配設され、１また
は複数のチェーンは、駆動ホイールおよびアイドルホイール組立体などによって駆動され
る。
【００３４】
　本発明は、上述の実施形態に限定されず、代わりに、いつでも必要に応じて非常に多く
の方法で本発明の基本的な思想の範囲内で修正することが可能であることは明らかである
。したがって、本発明はまた、最も広いところで、表面スカムの除去のための任意の種類
の装置、またはたとえば図３ａおよび図３ｂに従うスクレーパバー装置を必ずしも有して
いない槽に関する。しかしながら、このようなものが必要である場合、表面スカムの除去
のための越流装置の技術的実施を変更することが可能である。もちろん、異なる種類のス
クレーパバー構成も存在し、それに加えて、それに関連して、ウレタン系などの充填材料
などが用いられてもよい。本発明の有利な動作原理のおかげで、上記したものによれば、
プラスチック、金属または複合材料を用いて、または必要であれば、もしくはそのように
要求される状況であれば、より伝統的な金属またはコンクリート構造などを用いて、最も
多様な製造技術によって最も多様な材料から液体除去機械を製造することができる。本発
明に従う原理は、もちろん、液体槽において長手方向の排出通路を用いることによって利
用されてもよく、液体槽中の排出装置は、液体槽の長手方向に対する横断面において旋回
する。この種の解決手段において、一端部からだけ液体槽の後壁と連結される排出通路を
利用することがさらに可能である。
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